
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント アドベンチスト聴覚
ちょうかく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

 

 

総
そう

 題
だい

 「ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

の主題
しゅだい

」 

 

第
だい

５
ご

課
か

  サマリア人
じん

たちの証
あか

し 

柴
しば

田
た

 寛
ひろし

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

紀
き

元
げん

前
ぜん

7 2 2
ななひゃくにじゅうに

年
ねん

、北王国
きたおうこく

イスラエルがアッシリアによって滅
ほろ

ぼされた時
とき

、イスラエルの人々
ひとびと

はアッシリアに連
つ

れていかれ、他
ほか

の国々
くにぐに

（たとえばバビロンなど）から同
おな

じように連
つ

れてこられた

人々
ひとびと

と結婚
けっこん

によって混
ま

ざり合
あ

い、人種
じんしゅ

も宗 教
しゅうきょう

も混
ま

ざりあったサマリア人
じん

が誕
たん

生
じょう

しました。それ

以
い

降
こう

、ユダヤ人
じん

はサマリア人
じん

を異
い

邦人
ほうじん

として軽蔑
けいべつ

し（バカにし）、近
ちか

寄
よ

らないようにしてきました。

そのような中
なか

で、ヨハネは、イエス様
さま

がサマリア人
じん

に対
たい

してどのように接
せっ

したかを詳
くわ

しく書
か

いてい

ます。 

 

２
に

．日曜
にちよう

日
び

：出会
で あ

いの舞
ぶ

台
たい

 

ある日
ひ

、イエス様
さま

はユダヤ地
ち

方
ほう

からガリラヤ地
ち

方
ほう

に向
む

かうにあたり、普
ふ

通
つう

はユダヤ人
じん

が避
さ

けて通
とお

らないサマリア地
ち

方
ほう

をわざわざ通
とお

られました。それはイエス様
さま

がサマリア人
じん

も愛
あい

しておられたから

です。正
しょう

午
ご

ごろ、歩
ある

き疲
つか

れたイエス様
さま

が井戸
い ど

のそばに座
すわ

って休
やす

んでおられると、そこへサマリア

人
じん

の女性
じょせい

が人
ひと

目
め

を避
さ

けるように水
みず

をくみに来
き

ました。この女性
じょせい

は何
なに

か人
ひと

に会
あ

いたくない訳
わけ

があるの

でしょう。イエス様
さま

はそれを見
み

ぬき、この女性
じょせい

に声
こえ

をかけられました。これが、この女性
じょせい

の人生
じんせい

を

変
か

える出会
で あ

いとなりました。（ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

４
よん

章
しょう

１節
いっせつ

〜 ２ ９
にじゅうきゅう

節
せつ

） 

 

３
さん

．月曜
げつよう

日
び

：井戸
い ど

の女
おんな

 

イエス様
さま

は「水
みず

を飲
の

ませてください」

と、この女性
じょせい

に頼
たの

むことで、巧
たく

みに（上手
う ま

く）この女性
じょせい

の心
こころ

をとらえました。驚
おどろ

いている女性
じょせい

に対
たい

してイエス様
さま

は「生
い

き

た水
みず

」、「決
けっ

して渇
かわ

かない（水
みず

）」、「永遠
えいえん

の命
いのち

に至
いた

る水
みず

」について話
はな

され、最終的
さいしゅうてき

にこの女性
じょせい

から「主
しゅ

よ、渇
かわ

くことがないように、また、

ここにくみに来
こ

なくてもいいように、その水
みず

をください。」という言
こと

葉
ば

を言
い

わせました。 



（ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

４
よん

章
しょう

１３
じゅうさん

節
せつ

〜１５
じゅうご

節
せつ

） 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：「主
しゅ

よ、その水
みず

をください」 

突然
とつぜん

、イエス様
さま

は「あなたの夫
おっと

を呼
よ

んできなさい」と話
わ

題
だい

を変
か

えられました。今日
き ょ う

はじめて会
あ

った人
ひと

が自
じ

分
ぶん

のことを知
し

っている、しかも知
し

られたくないことを知
し

っている、この方
かた

は預
よ

言者
げんしゃ

かも

しれない…と思
おも

った途
と

端
たん

、彼女
かのじょ

の渇
かわ

ききった心
こころ

が急速
きゅうそく

に、「決
けっ

して渇
かわ

くことのない水
みず

」を求
もと

めは

じめました。この変
へん

化
か

は、イエス様
さま

にしか起
お

こすことのできない変
へん

化
か

です。 

（ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

４
よん

章
しょう

１６
じゅうろく

節
せつ

〜１ ９
じゅうきゅう

節
せつ

） 

 

５
ご

．水曜
すいよう

日
び

：イエスの啓
けい

示
じ

 

次
つぎ

にイエス様
さま

は、サマリア人
じん

が捧
ささ

げている礼拝
れいはい

が、真
まこと

の神
かみ

への礼拝
れいはい

でないことを指
し

摘
てき

されまし

た。真
まこと

の神
かみ

とは「ご自
じ

身
しん

をあらわされる神
かみ

」であり、※１ゲリジム山
やま

やエルサレムといった場
ば

所
しょ

に

縛
しば

られることなく、生
い

きて対
たい

話
わ

することのできる神
かみ

であると言
い

われたのです。そしてサマリアの女
おんな

から、「わたしは、キリストと呼
よ

ばれるメシアが来
こ

られることは知
し

っています」という言
こと

葉
ば

を言
い

わ

せました。準
じゅん

備
び

は整
ととの

いました。イエス様
さま

は、「それ（あなたが知
し

っている※２メシア）は、あなた

と話
はなし

をしているこのわたしである。」と言
い

われ、ご自
じ

分
ぶん

はあなたが待
ま

っていた※２メシアであり、す

べてのサマリア人
じん

が待
ま

っている※２メシアであることを明
あ

かされたのです。なんという感動的
かんどうてき

な

出会
で あ

いでしょう！（ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

４
よん

章
しょう

２０
にじゅう

節
せつ

〜２ ６
にじゅうろく

節
せつ

） 

※１
いち

ゲリジム山
やま

：サマリヤ人
じん

の神殿
しんでん

を築
きず

いた場
ば

所
しょ

 

エルサレム：イスラエル人
じん

が神殿
しんでん

を築
きず

いた場
ば

所
しょ

 

※２
に

メシア：ヘブライ語
ご

で「聖
せい

油
ゆ

を注
そそ

がれた者
もの

」を意味
い み

し、救
すく

い主
ぬし

イエス・キリストのこと。 

 

６
ろく

．木曜
もくよう

日
び

：サマリア人
じん

たちの証
あか

し 

サマリア人
じん

の女性
じょせい

は、水瓶
みずがめ

を置
お

いたまま、※２メシアと

出会
で あ

った喜
よろこ

びを伝
つた

えるために町
まち

に急
いそ

ぎました。女性
じょせい

は、

イエス様
さま

の弟子
で し

たちよりももっと力
ちから

強
づよ

く伝道
でんどう

しました。

そして、多
おお

くのサマリア人
じん

が、イエス様
さま

が本物
ほんもの

の救
すく

い主
ぬし

であることを信
しん

じたのです。イエス様
さま

にとって、人
ひと

が「決
けっ

して渇
かわ

かない（水
みず

）」、「永遠
えいえん

の命
いのち

に至
いた

る水
みず

」、つまりメシ

アなるイエス・キリストと出会
で あ

うこと、そして、その喜
よろこ

びを他
ほか

の人
ひと

に証
あか

しし、その喜
よろこ

びが広
ひろ

がっていくこと。こ

れより喜
よろこ

ばしいことはありません。そしてこれこそ、イ

エス様
さま

がこの地
ち

上
じょう

に来
こ

られた目的
もくてき

なのです。 



（ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

４
よん

章
しょう

２ ７
にじゅうなな

節
せつ

〜 ２ ９
にじゅうきゅう

節
せつ

） 

 

７
なな

．金曜
きんよう

日
び

：さらなる研究
けんきゅう

 

サマリアの女性
じょせい

の物
もの

語
がたり

は、私
わたし

たちのすぐ近
ちか

くに、イエス・キリストを伝
つた

えるべき人々
ひとびと

がいるこ

とを教
おし

えてくれます。キリストの救
すく

いから漏
も

れている人
ひと

はいません。私
わたし

たちもイエス様
さま

に声
こえ

をか

けていただいて今
いま

があるように、今
こん

度
ど

は私
わたし

たちが証
あか

しをする番
ばん

です。その力
ちから

はどこから来
く

るでし

ょうか。『各
かく

時
じ

代
だい

の希
き

望
ぼう

』 1 9
じゅうきゅう

章
しょう

には、「受
う

ける者
もの

が与
あた

える者
もの

となる」と書
か

かれていました。私
わたし

たちも決
けっ

して渇
かわ

くことのない水
みず

を求
もと

めましょう。それを受
う

けた時
とき

、サマリアの女性
じょせい

のように、与
あた

え

る者
もの

となることができます。 

 

＜話
はな

し合
あ

いのための質問
しつもん

＞ 

テキスト ３ ８
さんじゅうはち

頁
ぺいじ

の❸
さん

に書
か

いてあった「主
しゅ

が私
わたし

たちにどのように接
せっ

したいと願
ねが

っておられる

か……この真
しん

理
り

から、あなたはどんな慰
なぐさ

めをえることができますか？」について話
はな

し合
あ

ってみま

しょう。 

 


